
「原発ゼロ」調布行動 ニュース     ２０２３年８月１１日  

------------------------------------------------------------------- 

 調布市民のみなさん 
 
 このニュースは、毎月１１日に行なっている「原発ゼロ」調布行動をめぐる情報を交流す 
るものです。今日は、フクシマ原発事故（東日本大震災）から１２年５か月目を迎えた８月 
１１日（金）の「第１２８回行動」の報告と、９月１１日（月）に予定する「第１２９回行 
動」のご案内をお届けします。                      （編集者） 
 
 

被曝 78 年の真夏に 75 人 
   第１２８回「原発ゼロ」調布行動 
 

  

 ８月 11日、山の日、128回目の「原発ゼロ」調布行動を行ないました。今回の司会・進行 

は前回に続いて「年金者組合・調布支部」。司会は斉藤きよ子さん。スピーチ調整などの進 

行を大本久美さん、記録を鈴木三郎さんと松本秀俊、いつものように鈴木勝雄さんが音響機 

材の準備、写真は今井至さんと鈴木彰さんが分担しました。 

 調布駅のいつもの交番横の南口ひろばは、２、３日前からロータリーの工事が始まって大 

きな囲いに覆われてしまっていますので（下の写真参照、この一方的なやり方は腑に落ちな 

いのですが）、やむなくグリ―ンホールの階段近くに場所を移して行いました。 
 

    

 今日も暑い日です。午後はたづくりで「第 36回平和の集い」が予定されているため、これ 

に呼応するため１時間以内で実施したい、と司会の斉藤きよ子さんは宣言し。10：30に開会 

し、テキパキと進行しました。 

 ◆ 歌「折り鶴」 
 



  
 

 ◆ 菊池公子さん（深大寺元町）、NHKのラジオで放送された長崎の原爆被災の語り部をし 

ている佐藤直子さんの語りをそのまま朗読しました。「焼け野原でたった一人で弟を焼いたと 

いう父のことを話せるのは私一人だと思い語り部を続けている」という話でした（弟を焼いて 

いるときポキポキと関節の折れる音がしたというのが印象的でした）。 

 ◆ 松本加代子さん（佐須町）、原水禁長崎大会に参加して「原発ゼロをめざして」の分科 

会に参加した感想を話しました。台風接近で日程が変更で分科会も半分に縮小だったが満員で 

した。古い原発の再稼働や新原発建設の計画まであるのは許されない。最も困難な人に手をさ 

しのべる世論喚起が重要だ。 

 ◆ 沼倉潤さん（多摩市）、GX法が成立して「原発の運転期間は 40年」という定めを取っ 

払ってしまうことになった。こうなると事故の危険性が格段にあがってしまう。首都圏に近い 

東海第 2原発もその一つ、それを動かそうとしている。11/18の集会にぜひ参加して下さい。 

もう一つ、多摩市に統一協会が 800人規模の研修施設をつくろうとしている問題、ぜひこれに 

も関心をもって応援してほしい。 
 

   
 

 ◆ 歌「群青（ぐんじょう）」 

 ◆ 河野（かわの）良彦さん（布田）、今年の広島宣言と長崎宣言を読んで、いつもと違う 

点を感じた。両方とも、明確に核抑止論を批判している。少しずつ変化してきていると思った。 

そして政府に核兵器禁止条約の締約国会議にオブザーバー参加すべきだと言っている。希望を 

感じた。そして 22日からの調布市平和展にもぜひ来てほしい。（22と 26日には河野さんの体 

験談があります）。 

 ◆ 蔵野武さん（深大寺元町）、今問題の福島原発の汚染水は 1日 100ｔも出ている。1日４ 

ｔトラック 25台分だ、ほんとにとりかえしのつかないことになってしまった。「原発は作るな 

売るな、動かすな」の原点に返るべき。 

 ◆ 佐橋正文さん（西つつじが丘）、太陽光発電の買い取り制限をやって火力発電を動かして 

いる。こんなでたらめな政策を止めさせるべきだ。高浜では 48年の老朽原発を動かそうとして 

いる。また中間貯蔵施設の動きもあるが今のままでは最終処分場になってしまう。しかし火山国 

の日本には何万年も安定な地層なんてない。 
 



   
 

 ◆ 堀北理枝子さん（富士見町）、原水爆禁止の広島大会に参加してきた。多くの外国人に驚 

いた。私たちの声は確実に広がっているんだと思えた。今日の午後の「平和のつどい」にもぜひ 

参加して下さい。きっといい話がきけると思います。 

 ◆ 歌「ふるさとを汚したのは誰」 

みんなで「青い空は」をみんなで歌って散会しました。今日の参加者は 75人でした。あついなか 

おつかれさまでした。 
 

  
 

  

  

第１２９回「原発ゼロ」調布行動 
日時：２０２３年９月１１日(月) 

   １０時半～１１時半 於：調布駅前 
 

 次回は９月１１日。福島原発事故から１５０か月目、私たちの「調布行動」 



としては第１２９回目の行動です。９月と１０月の企画・進行・司会は、新婦 

人調布支部のみなさんが引き受けてくれます。 

 参加される方は、それぞれの思いをプラカードやミニカードに書 

いて集まりましょう。どんなことでもいいから「ひとこと」は言っ 

てやろうというトークの準備もしてください。色んな人が、短くて 

もいいから「ひとこと」を！ と願っています。 

 準備してきたのにトークができなかった場合、メモを編集部にい 

ただけば、このメールでみなさんに伝えます。 
 

＊コロナ・ウイルスへの感染防止の対策をこらして（体調を崩された方は勇 

気をもって「自宅待機」を）ご参加ください。 

 ＊小雨の場合はプラカードを持ってスタンディングなど、可能な範囲の行動 

に切り替えます。大雨の場合は、参加者各自でご判断を！  

 

 なお、７月以降の「窓口さん」は、以下のように申し合わせていますが、われこそ 

はというグループはどうぞ名乗り出てください。 

 １２９～１３０回（ ９～１０月）       新婦人 

 １３１～１３２回（１１～１２月）       原発のない暮らし＠ちょうふ 

 １３３～１３４回（ １～ ２月）       調狛合唱団有志 

 １３５～１３６回（ ３～ ４月）       アネモネ会 

 


